
01-a

13

01-d

03-c

09-a

09-b

03-b
03-a

02-c
02-b

02-a03-d 01-c 01-b

01-e

舞鶴赤れんがパーク1号棟
舞鶴市立赤れんが博物館

（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 魚形水雷庫）

舞鶴赤れんがパーク2号棟 舞鶴市政記念館
（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 予備艦兵器庫）

第二水雷庫
（旧需品庫）

旧北吸浄水場第一配水池

旧北吸浄水場第二配水池

舞鶴赤れんがパーク3号棟 まいづる智恵蔵
（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 弾丸庫並小銃庫）

第一水雷庫
（旧需品庫）

舞鶴赤れんがパーク4号棟 赤れんが工房
（舞鶴旧鎮守府倉庫施設 雑器庫並預兵器庫）

No.2倉庫
（旧舞鶴鎮守府衣糧庫被服庫）

No.17倉庫
（旧舞鶴鎮守府軍需部第一需品庫）

No.3倉庫
（旧舞鶴鎮守府衣糧庫被服庫）

No.4倉庫
（旧舞鶴鎮守府軍需部第三被服庫）

電機庫
（旧需品庫）

舞鶴赤れんがパーク5号棟
赤れんがイベントホール
（舞鶴旧鎮守府倉庫施設
第三水雷庫）

27

07-c

第四術科学校庁舎
（旧生徒館）

07-a

大講堂海軍記念館
（旧大講堂）

07-b 第一庁舎
（旧庁舎）22

海軍割烹術参考書

鎮守府周辺の石積護岸13
鎮守府周辺の石積護岸

 22 海軍割烹術参考書  22 海軍割烹術参考書 
かっぽうじゅつ
　　　　　　

復刻版（原本は海上自衛隊第四術科学校所蔵）

海上自衛隊舞鶴地方総監部大講堂及び海軍記念館収蔵資料
（旧海軍機関学校大講堂及び鎮守府関係資料）ほか

 07 海上自衛隊舞鶴地方総監部  07 海上自衛隊舞鶴地方総監部 

（舞鶴旧鎮守府水道施設）

 09 旧北吸浄水場配水池施設  09 旧北吸浄水場配水池施設 

（舞鶴旧鎮守府倉庫施設需品庫）

 01 舞鶴赤れんがパーク  01 舞鶴赤れんがパーク 

13 鎮守府周辺の石積護岸 13 鎮守府周辺の石積護岸 

 02 旧舞鶴鎮守府軍需部倉庫  02 旧舞鶴鎮守府軍需部倉庫 
ぐ ん じ ゅ ぶ 　
　 　 　 　 　

 03 海上自衛隊舞鶴補給所  03 海上自衛隊舞鶴補給所 

05-a
舞鶴館
（海軍工廠本館）

05-b
第二倉庫
（海軍工廠造兵機械場）

複写室
（海軍工廠第五材料倉庫）

05-d

05-f 05-h 05-j

05-g 05-i

05-c

機装工場
（海軍工廠鋳造工場

第二鋳造場）

05-e第三陸機工場
（海軍工廠第一製缶場） 第三陸機工場

（海軍工廠第二製缶場）
第4修理工場
（海軍工廠現図場）
第二機械工場
（海軍工廠外業工場）
第一機械工場
（海軍工廠機械工場および組立工場）
第2電気工場
（海軍工廠発電場）

05-k
2号ドッグ
（海軍工廠第一船渠）

05-l

3号ドッグ
（海軍工廠第二船渠）

（旧舞鶴鎮守府海軍工廠施設）

 05 ジャパンマリンユナイテッド（株）舞鶴事業所施設  05 ジャパンマリンユナイテッド（株）舞鶴事業所施設 
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A図A図

A図

N
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東舞鶴東舞鶴

西舞鶴西舞鶴

真倉真倉

四所四所

東雲東雲

丹後神崎丹後神崎

舞鶴湾舞鶴湾

舞鶴東IC舞鶴東IC

舞鶴西IC舞鶴西IC

舞鶴大江IC舞鶴大江IC

松尾寺松尾寺
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27
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18-b
葦谷砲台跡

18-a
浦入砲台跡

18-c
金岬砲台跡

18-d 槇山砲台跡

槇山公園（旧舞鶴要塞槇山砲台跡）ほか

16-a
京都丹後鉄道由良川橋梁
（旧国鉄峰山線由良川橋梁）

19-b 湊十二社手洗所
19-a 神崎煉瓦ホフマン式輪窯跡

（旧京都竹村丹後製窯所煉瓦窯）

18-e建部山堡塁砲台跡

17 旧岡田橋

16-b 打越山トンネル
（旧国鉄峰山線打越山隧道）

16-d

楠祢寺山トンネル
（旧国鉄峰山線
楠祢寺山隧道）

14-a

白鳥トンネル
（白鳥隧道）

14-b 清道トンネル
（清道隧道）

08
市道北吸桃山線北吸トンネル

（旧舞鶴鎮守府軍港引込線北吸隧道）

14-d 第五伊佐津川橋梁

14-e
第四伊佐津川橋梁

14-f

第三伊佐津川橋梁
14-g

第二真倉トンネル
（第二真倉隧道）

14-h 第一真倉トンネル
（第一真倉隧道）

14-c 第六伊佐津川橋梁

06 海上自衛隊舞鶴警備隊正門
（旧舞鶴鎮守府西門）

20
旧市長公舎

11 12
11 12 艦船名を名付けた

市街地・市街地の景観

市街地の景観

21旧飯野寅吉邸

04海上自衛隊舞鶴地方総監部会議所
（旧舞鶴鎮守府司令長官官舎）

10-b
岸谷貯水池
（舞鶴鎮守府岸谷川下流取水堰堤）

10-a
桂貯水池
（舞鶴鎮守府桂取水堰堤）

15-b
小浜線施設

（小浜線吉坂隧道）

15-a

松尾寺駅
（松尾寺停車場）

16-c 大船山トンネル
（旧国鉄峰山線大船山隧道） 18-f

日星高等学校正門
（旧舞鶴要塞重砲兵大隊正門）

18 旧舞鶴要塞跡 18 旧舞鶴要塞跡 

11 艦船名を名付けた市街地 11 艦船名を名付けた市街地 

12 艦船名を名付けた市街地の景観 12 艦船名を名付けた市街地の景観 

17 旧岡田橋 17 旧岡田橋 

 21 旧飯野寅吉邸  21 旧飯野寅吉邸 

 04 東郷邸  04 東郷邸 

 20 旧市長公舎  20 旧市長公舎 

 06 海上自衛隊舞鶴警備隊正門  06 海上自衛隊舞鶴警備隊正門 

 08 北吸トンネル  08 北吸トンネル 

京都丹後鉄道宮舞線隧道・橋梁施設
由良川橋梁（旧国鉄峰山線由良川橋梁）ほか

16 京都丹後鉄道宮舞線施設 16 京都丹後鉄道宮舞線施設 

（官設舞鶴線隧道・隧道施設）

14 JR舞鶴線橋梁・トンネル施設 14 JR舞鶴線橋梁・トンネル施設 

JR小浜線施設松尾寺駅
（旧国鉄小浜線松尾寺停車場）ほか

（旧海軍北吸乙号官舎）

「新舞鶴市街図」

15 JR小浜線施設 15 JR小浜線施設 

舞鶴市水道施設桂貯水池
（舞鶴旧鎮守府水道施設桂取水堰堤）ほか

10 舞鶴市水道施設 10 舞鶴市水道施設 

19 神崎煉瓦ホフマン式輪窯
及び湊十二社手洗所 

19 神崎煉瓦ホフマン式輪窯
及び湊十二社手洗所 

れ ん が
　 　 　

り ん よ う
　 　 　

重要文化財

重要文化財

登録文化財

登録文化財

外観のみ見学可

外観のみ見学可

非公開／一般立入禁止

非公開／一般立入禁止

重要文化財

外観のみ見学可 非公開／一般立入禁止

登録文化財

舞鶴赤れんがパーク01
当時の最先端技術を取り入れた国内最
古級の鉄骨れんが造建造物や蒸気機
関車が直接貨物車両を引いて入ること
ができた舞鶴鎮守府最大の倉庫など5
棟の2階建れんが造倉庫群が並ぶ。

海上自衛隊舞鶴地方総監部07
現在海軍記念館として公開（土日祝の
み）されている大講堂や、艦船用鉄骨材
を用い超高層建築の耐震設計理論に
基づき世界で初めて設計建築された旧
海軍機関学校校舎群などが残る。
（　　　海軍記念館以外は　 ）

北吸トンネル08
官営舞鶴線の敷設と併せ海軍施設へ
の物資運搬のために建設されたれんが
造の隧道。現在は廃線後に自転車道と
して親しまれている。

旧北吸浄水場配水池施設09
配水池は迫力あるれんが造導水壁が
交互に並ぶ石張りコンクリート造、上屋
はロマネスク風のれんがアーチを施す
鉄骨れんが造。桂貯水池から自然勾配
で送られてきた水をろ過し配水した。

舞鶴市水道施設10
艦艇用に水を大量に確保するために当
時最新の石張りコンクリート造で築造
された桂貯水池、重力式アースダムの
岸谷貯水池、放水路などを備える。

艦船名を名付けた市街地11
大正6年に発行された「新舞鶴市街図」
からは当時のまちの活気や発展の様子
を伺うことができる。

海軍割烹術参考書22
舞鶴海兵団が編著した100を超える西
洋料理・菓子のレシピ集。洋食文化の伝
播に海軍が果たした役割は大きい。

艦船名を名付けた市街地の景観12
舞鶴の市街地は鎮守府開庁の翌明治
35年に完成。碁盤目状の街路には戦
艦、駆逐艦など33隻の名が付けられ、
現在も市民に親しまれている。

鎮守府周辺の石積護岸13
埋立て土砂の崩壊防止と艦艇・船舶の
接岸のため総延長10数kmにわたり石
積護岸が築かれた。

JR舞鶴線隧道・橋梁施設14
日露戦争前の緊張が高まる中、突貫工
事で鉄道が敷設された。当時の隧道や
橋梁は現在も現役で使用されている。

JR小浜線施設15
松尾寺駅は当時の姿を残す唯一の木
造平屋建駅舎。また、隧道には新しいコ
ンクリートの技術が導入された。

京都丹後鉄道宮舞線施設16
峰山線の開通により、舞鶴線、小浜線と
合わせて東西南北の鉄道が完成し、舞
鶴は近畿北部一の都市となった。由良
川橋梁は長さ550m、水面からわずか
3mの高さで壮観。

旧岡田橋17
由良川支流の岡田川に架けられた石造
単アーチ橋。鎮守府建設に必要な物資
の陸路運搬を支えた歴史をもつ。

旧舞鶴要塞跡18
海軍の軍港施設を守るため、舞鶴湾周
辺6カ所の山頂には砲台が築かれ、市
内に砲兵大隊、西隣りには要塞司令部
が置かれた。大隊の正門は当時のもの。

旧市長公舎20
海軍将校の官舎として甲～丁の4段階
の広さで合計65棟が建てられた。ここ
は現存する唯一の乙号官舎で、基礎や
土間にコンクリートが使用され海軍の
先進性がうかがえる。

旧飯野寅吉邸21
近代舞鶴の産業・経済の発展に寄与し
た飯野寅吉の邸宅。大正年間に建築さ
れた舞鶴を代表する近代和風建築。

神崎煉瓦ホフマン式輪窯
及び湊十二社手洗所19

登り窯で軍港建設に必要なれんがを製
造した。大小12本の煙突を有するホフ
マン窯（原則非公開）の現存は貴重。

旧舞鶴鎮守府軍需部倉庫02
3連棟の2階建れんが造倉庫の前には
約150mの石とれんがを敷いた物品運
送通路があり、倉庫は大正期に需品庫
から電機庫や水雷庫に用途変更され、
鉄道の引込線が敷設された。

海上自衛隊舞鶴補給所03
2棟の被服庫は舞鶴鎮守府開庁に合わ
せて明治34年に建築された舞鶴最古
のれんが倉庫。第3被服庫は大正10年
に建築された最新のれんが倉庫。

東郷邸04
舞鶴鎮守府歴代司令長官の官舎として
建築された。和洋折衷様式で、初代司
令長官の東郷平八郎も2年間を過ごし
た。現在、月1回一般公開されている。

海上自衛隊舞鶴警備隊正門

ジャパンマリンユナイテッド（株）
舞鶴事業所施設 

06

05

舞鶴鎮守府を中心に東と西に市街地が
造成され東門と西門が設けられて一般
市民の立ち入りが制限された。ここでは
当時の西門を移築し保存している。

明治30年から建築された海軍工廠。大
正3年に完成した第二船渠は最新のコ
ンクリート造で、全国の四海軍工廠のう
ちでも最大級のもの。舞鶴工廠は主に
駆逐艦や水雷艇などの小型艦艇と水中
兵器製造を特色とした。

京都府指定文化財

京都府指定文化財

舞鶴
日本遺産
構成文化財マップ

07-a

原本は

（非公開）

（非公開）


